
提

出

者

首

藤

信

彦

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

九

号

神
奈
川
県
に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
等
に
係
る
第
二
回
協
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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神
奈
川
県
に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
等
に
係
る
第
二
回
協
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
七
月
十
八
日
、
日
米
合
同
委
員
会
施
設
部
会
に
お
い
て
、
逗
子
市
と
横
浜
市
に
ま
た
が
る
池
子
住
宅
地
区
（
池
子
の

森
）
及
び
海
軍
補
助
施
設
の
横
浜
市
域
に
八
〇
〇
戸
の
米
軍
住
宅
と
支
援
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
の
合
意
が
な
さ
れ
、
横
浜
市

に
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
。

米
側
か
ら
横
浜
市
内
四
ヶ
所
、
上
瀬
谷
通
信
施
設
（
一
部
）
、
深
谷
通
信
所
、
富
岡
倉
庫
地
区
、
根
岸
住
宅
地
区
の
施
設
及

び
区
域
に
つ
い
て
、
将
来
の
住
宅
用
地
と
し
て
利
用
計
画
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
根
岸
住
宅
地
区
に
つ
い
て
は
、
移

転
先
が
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
返
還
に
つ
い
て
考
慮
す
る
と
の
提
示
が
な
さ
れ
た
。

以
下
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

日
米
地
位
協
定
の
第
二
条
で
は
、
施
設
及
び
区
域
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
使
用
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
と
し
、
「
こ
の
協
定
の
目
的
の
た
め
に
必
要
で
な
く
な
っ
た
時
は
、
い
つ
で
も
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

今
回
返
還
協
議
の
対
象
と
さ
れ
た
上
瀬
谷
通
信
施
設
に
つ
い
て
は
、
九
十
五
年
七
月
ま
で
に
は
移
転
も
し
く
は
解
体
さ
れ

た
こ
と
が
米
軍
資
料
で
も
明
ら
か
で
あ
り
、
唯
一
残
さ
れ
た
テ
ナ
ン
ト
部
隊
も
先
日
三
沢
基
地
へ
移
駐
す
る
こ
と
が
発
表
さ

一



れ
た
。
ま
た
、
上
瀬
谷
と
一
体
の
深
谷
通
信
所
も
活
動
を
停
止
し
て
い
る
の
は
同
様
。
富
岡
倉
庫
地
区
に
関
し
て
は
、
十
年

来
使
用
さ
れ
た
形
跡
は
全
く
な
い
。

こ
の
既
に
遊
休
化
し
て
い
る
施
設
に
将
来
の
住
宅
用
地
と
し
て
の
利
用
計
画
を
加
え
交
換
条
件
か
の
よ
う
に
提
示
す
る
の

は
、
日
米
地
位
協
定
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
別
個
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

二

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
地
位
協
定
の
補
足
協
定
」
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
は
提
供
さ
れ
る
個
々
の
基
地
の
使
用
期

限
、
施
設
の
規
模
、
種
類
、
条
件
、
提
供
期
間
等
を
明
記
し
た
協
定
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

米
軍
構
成
員
や
軍
族
の
犯
し
た
犯
罪
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
施
設
及
び
区
域
に
お
い
て
も
、
日
米
地
位
協
定
の
改
正
が

急
務
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。
周
辺
地
域
の
住
民
や
地
元
地
方
公
共
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
日
米
合
同
委

員
会
を
通
じ
て
締
結
さ
れ
る
個
々
の
施
設
及
び
区
域
に
関
す
る
協
定
に
、
使
用
範
囲
、
使
用
目
的
、
使
用
条
件
等
を
記
載
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
締
結
さ
れ
た
協
定
の
速
や
か
な
公
表
が
必
要
で
は
な
い
か
。

三

我
が
国
は
、
思
い
や
り
予
算
を
は
じ
め
米
国
駐
留
経
費
の
受
入
国
支
援
は
年
間
総
額
約
六
五
〇
〇
億
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い

る
。
経
済
低
迷
に
よ
る
失
業
者
の
増
大
、
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
を
原
因
と
し
た
自
殺
者
の
多
発
す
る
中
、
日
本
は
他
の
同
盟
国

に
比
較
し
て
も
ず
ば
抜
け
て
多
額
の
受
入
国
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
支
援
が
冷
戦
後
の
基
地
縮
小
の
中
に
お
い
て
さ

二



え
、
米
軍
が
逆
に
増
強
を
し
て
い
く
、
安
上
が
り
な
場
所
と
し
て
地
理
的
条
件
も
相
ま
っ
て
条
約
上
の
極
東
条
項
を
有
名
無

実
化
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四

前
回
の
建
設
時
に
交
わ
し
た
国
、
神
奈
川
県
、
逗
子
市
の
「
三
者
合
意
」
に
あ
る
よ
う
に
、
住
宅
建
設
に
よ
る
池
子
の
森

の
更
な
る
破
壊
は
、
横
浜
市
だ
か
ら
別
物
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
合
意
者
の
整
合
性
の
み
を
優
先
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
造

り
の
総
合
的
視
点
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

三


